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江
口　

自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
た

め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
。

　

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
４

月
１
日
か
ら
死
後
事
務
委
任
契
約
に
基

づ
き
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。
町
内
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、

定
期
的
な
見
守
り
や
か
ぎ
預
か
り
、
入

退
院
時
の
支
援
に
加
え
、
葬
儀
や
残
存
家�

財
処
分
な
ど
の
死
後
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
支
え
て

い
る
３
団
体
の
代
表
者
と
利
用
者
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
ず
っ
と
安
心
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

橋
村　
ま
ず
は
、
隣
近
所
で
の
助
け
合

い
が
基
本
で
す
。地
域
の
現
状
を
知
り
、

最
期
ま
で
暮
ら
す
ご
本
人
の
意
識
改
革

も
必
要
で
す
。
不
安
に
対
応
で
き
る
地

域
の
基
盤
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

野
口　
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
見
守
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
子
ど
も
と
離
れ
て
暮
ら
す
人
が

増
え
、
一
人
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
は

誰
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。医
療
や
介
護
、

金
銭
の
管
理
等
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え

る
に
は
ま
だ
不
安
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

藤
原　
民
生
委
員
は
、
自
治
区
長
や
役

員
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
見
守
り
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
一
人

暮
ら
し
の
方
が
緊
急
時
や
夜
間
へ
の
不

安
を
抱
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
不
測

の
事
態
に
も
24
時
間
対
応
で
き
る
体
制

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

榎
本　
私
は
、
夫
を
亡
く
し
、
死
後
の

手
続
き
の
複
雑
さ
や
一
人
に
な
っ
た
こ

と
へ
の
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
近
く
に

自
分
の
想
い
を
託
せ
る
人
が
必
要
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

小
八
重　
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
一
人
に
な
っ
た
時
、
身
動
き
が

と
れ
な
く
な
っ
た
時
の
不
安
と
向
き
合

い
、
気
力
や
体
力
、
判
断
力
が
あ
る
う

ち
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

橋
村　
孤
立
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
等
は
、
現

実
と
し
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
と

の
関
係
が
希
薄
な
人
へ
の
関
わ
り
は
難

し
さ
も
あ
り
、
個
人
を
支
え
る
こ
の
制

度
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

野
口　
自
分
の
人
生
を
託
す
相
手
と
し

て
、
信
頼
で
き
る
機
関
が
高
齢
者
の
日

常
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を
始
め
た

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
身
近
な
支
え
に

自治区長会
副会長　橋村　魁さん

民生委員児童委員協議会
会長　藤原　一子さん

利用者
榎本　カズ子さん
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絶賛発売中

江
口　
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
。（
４
面
を
参
照
）

ずっと安心プランずっと安心プランずっと安心プラン
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な
り
得
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
原　
地
域
の
見
守
り
活
動
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
よ
り
重
層
的
な
見
守
り
体

制
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。
特
に
、
24
時

間
の
安
心
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

り
、不
安
が
軽
減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

榎
本　

実
際
に
夫
を
亡
く
し
た
時
は
、

悲
し
む
間
も
な
く
手
続
き
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

と
、
助
か
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

日
常
に
お
い
て
も
、
か
ぎ
預
か
り
や
入

退
院
時
の
支
援
を
心
強
く
感
じ
ま
す
。

橋
村　
私
た
ち
住
民
も
「
助
け
ら
れ
上

手
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
も
そ
の

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
に
身
近

な
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
む
こ
と

社会福祉協議会
地域福祉係長　江口　周一

社会福祉協議会
会長　小八重　勝利

老人クラブ寿会連合会
会長　野口　興一郎さん

10月15日 9月17日 8月20日 7月16日 6月18日 5月21日

私
か
ら
の
贈
り
も
の

　
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン

お
墓
・
墓
地
事
情

現
代
の
葬
儀
事
情
と

　
　
　
ペ
ッ
ト
の
終
活

保
険
の
基
礎
知
識

相
続
・
遺
言
の

　
　
　
　
　
基
礎
知
識

自
分
の
想
い
を
形
に

　
ず
っ
と
安
心
ノ
ー
ト

終

活

セ

ミ

ナ

ー

時間　毎月第３木曜日
　　　13:00 ～ 15:00
場所　いこいの里会議室
定員　20人
講師　終活カウンセラー　ほか
受講料　無料
　　　（テキスト代1,000円）
申込み　各回の１週間前
　　　　までに社会福祉
　　　　協議会へ

※このセミナーは、１講座のみでも自由に選択して受講できます。
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江
口　
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
に
期

待
す
る
こ
と
は
。

が
ふ
さ
わ
し
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

野
口　
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
必
要
性
が
高
ま
る
事
業

だ
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
不
安
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
知
り
、
ず
っ
と
安
心
プ

ラ
ン
を
通
し
て
、
そ
の
不
安
に
寄
り

添
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

藤
原　
日
頃
の
見
守
り
や
、
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
を
地
域
で
支
え
合
う
日

常
生
活
支
援
に
加
え
、
ず
っ
と
安
心
プ

ラ
ン
を
通
し
て
将
来
の
不
安
に
備
え
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
穏
や
か
に
日
常
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

榎
本　
こ
の
よ
う
な
制
度
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
私
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
置

か
れ
る
方
は
、
今
後
も
増
え
る
と
思
い

ま
す
。
い
ざ
と
な
っ
て
か
ら
困
ら
な
い

よ
う
に
、
多
く
の
方
に
こ
の
制
度
を
知
っ 

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
八
重　
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
で
の
不
安
や
、
離
れ
て

暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
と
い
う
親
心
を
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
終
身
に
わ
た
り
見
守
り
支
え
て

い
く
あ
ん
し
ん
の
仕
組
み
で
す
。
自
分

の
想
い
を
託
せ
る
存
在
が
い
て
初
め
て
、 

こ
れ
か
ら
の
人
生
が
自
分
ら
し
く
充
実

し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
は
、
人
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
る
自
分
自
身

に
気
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン
」
が
、
あ
な

た
と
大
切
な
人
た
ち
を
つ
な
ぐ
「
私
か

ら
の
贈
り
も
の
」
と
し
て
、
地
域
に
根

付
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

司
会
者
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ずっと安心プランって？
高齢者や障がい者などが安心して生活できる
ように、岡垣町社会福祉協議会が事前に預託
金を預かり、葬儀・家財処分などのサービス
を実施します。
契約後は定期的な見守りサービス・かぎ預か
りサービス・入退院のお手伝いを行います。

どのような人が利用できますか？
次のすべてに該当する方を対象とします。
（１）岡垣町内に居住するおおむね65歳以上の

高齢者及び障がい者
　　同居人がいる場合は、すべておおむね65

歳以上の方のみで構成されていること
（２）明確な契約能力を有する方
（３）日常的な支援を受けることができない方
（４）生活保護を受給されていない方

どのようなサービスがありますか？

予め預託金をお預かりし、利用者の死後にお
預かりした金額内での葬儀の実施や必要経費
等の支払い、残存家財の処分を行います。

定期的な連絡や訪問を行うことで、利用者の
日常生活の把握に努めます。また、事前に玄
関の鍵をお預かりし、緊急時安否確認として、
様子がおかしいと思われるときに鍵を使って
家屋内に入り安否を確認します。
※�かぎ預かりサービスのご利用は、同意をい
ただくことが前提となります。

入退院時の付き添いや荷物の準備、事務手続
き、入院時の緊急連絡先指定、貴重品などの
預かり、入院中の預金払戻や必要経費の支払
いなどを行います。

預貯金通帳や年金証書・保険証書、実印・銀
行印等の重要書類などをお預かりします。

利用料はいくらかかりますか？
相談や支援計画の作成などは無料です。
また、契約後は葬儀の実施や必要経費の支払
い、残存家財の処分を行う為、預託金を預か
ります。お預かりした預託金は必要な時や、
契約解消後に無利息にて返金致します。

契約後は、岡垣町社会福祉協議会が支援計画
にそってお手伝いをします。ずっと安心プラ
ンに関するお問い合わせは、下記へご連絡く
ださい。

お問い合わせ

◎入会金（初回契約時のみ）…15,000 円
◎年会費（年１回）……………10,000 円
◎預託金……………………… 500,000 円～

※�家財処分見積額を除く預託金額の１割を執
行費用として頂きます。

※下記は有料サービスとなります。

093-283-2940ＴＥＬ

ずっと安心プランずっと安心プランずっと安心プラン ご利用案内

1. 預託金によるサービス

2. 見守りサービス・かぎ預かりサービス

3. 入退院時支援サービス

4. 書類等預かりサービス

安心コールセンター
設置（契約者専用）

内　　　　　容 料　金

入退院時支援
サービス（随時）

①入退院時の付き添い ４,000円/回+実費

②入院の荷物準備 500円/回+実費

③入院中の生活に係る事務手続き 500円/回+実費

④入院時緊急連絡先指定 500円/回+実費

⑤入院時預かりサービス 500円/回+実費

⑥入院時預金払戻・支払サービス 500円/回+実費

上記①～⑥のセットサービス 5,000円/回+実費

書類等預かり
サービス（年１回）

預貯金通帳や年金証書などの管理 3,000円/年
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